
 

すくすくわくわくプログラム  

2024 年度活動報告  

「とうきょうすくわくプログラム」を活用し、こどもたちが  

「わくわくしながら、すくすくと育つ」ようなあそび環境を見直していけるように。  

2024 年度は「園庭の自然と触れあう」  

～土・水・緑・生き物～をテーマに園庭での遊び環境を見直してきました。  

  

  

  

  

  



 

  

その結果、ある程度の広さをもつ園庭ですくすく育つ感はあるものの、  

「もっとわくわく感を育てていきたい」と、以下の２つの視点から園庭での遊び環境を見直すことにしました。  

視点１  

「砂と水で遊ぶわくわく体験」  

今ある砂場遊びを見直し、ポンプから運ぶ水の活用から  

砂と水の相互作用などを体験しながら造形遊びを楽しめるように。  

視点２  

「自然観察から生まれるわくわく体験」植栽エリアがもっと好奇心のある探検エリアになっていくように環境を整え、観察

用の机（図鑑など置いて）なども常設できるようにしたい。  

  

  



 

外部講師との園庭環境・園庭遊び研修会  

（笠間先生 11/13、石田先生 11/20,2/26,3/5）  

視点１ 砂場環境について  

笠間浩幸氏を講師に招き、まずは教職員が造形活動講習を受ける。  

⇒さらさら砂（川砂）の購入＝東京都補助金（10 月末）と砂場・土場の入替え（2/1)  

視点２ 植栽エリア及び園庭全体について  

 ⇒石田佳織先生を講師に招き、園内研修ワークショップを通して園庭マップを見直し子どもたちの気付きを集めながら、

わくわくチャレンジできる環境を検証する。  



 

笠間浩幸講師のさらさら砂を使った造形研修（2024/11/13）を経て  

☆さらさら砂はきめが細かく気持ち良いが、 

造形するには大量の水がないと形が 

留まってくれない・・・   



 

以前の砂場コーナー  

☆楽しかったけれど、砂の造形にはたっぷりの水が必要・・・  

☆ポンプから水を運んでいるうちにポンプに近い山砂（赤土）の方に

水がこぼれる  

☆山砂は水はたまりやすいが、泥で足元はわるくなる  

  

  

  

 

 

 

 
 



 

  

以前の水運び  

☆年少児がポンプをこぎつかれて・・・、  

 でも年長児が手押し車で水運びを応援してくれたり、助かったよ、ありがとう♡    

 



 

砂場の入れ替えボランティア作業 2025/2/1（土）  

☆園児の様子から、山砂と川砂の場所を入れ替えて、川砂をポンプの近くに設置し直す作業を、保護者ボランティアと実

施する    

 



 

入れ替え後の砂場コーナー  

☆ポンプが近くなって  

遊び方がダイナミックになった ☆砂を堀り、水をたっぷり注ぐと砂場にも川ができる！  

☆今までは水はしみこんでいくばかり  

「お砂が水をたべちゃた・・・」  

☆川を掘った中央には山ができるトンネルもできる・・・で

も、山は崩れる・・・  

  

  

 

 
 

  



 

園庭マップ作成ワークショップ 

11/20⇒2/26  

課題の再検討  

☆教職員ができること ☆園児と一緒にできるこ

と  

☆保護者に作業協力を依頼すること  

  

 



 

 

砂場マップ  

☆ポンプが近くなって遊び方がダイナミックになった一

方、服の汚れは減り、遊び方は上手になった  

☆縦割りで遊ぶ姿から学び合い、助けあっている  

  

  

  

  

  

  



 

水の節約を年少児に指示する年長女児たち  

☆水を流してばかりでは、せっかく作った山がすぐ壊れる、トンネルも崩壊するので、  

まずしっかり砂山を固めるまでは「まだお水流さないで！」と  

年長女児たちがポンプを使いたい年少児に指示する様子がみられるようになった

水のない川を掘る⇒掘った砂で山を作り固めながらトンネルも掘る  

⇒最後に水を流す  

 

 

  

 

 



 

 

  

築山を滑り降りる  

☆冬場は雑草がなくむき出しの土の山だが、そりで滑り降りて傾

斜を楽しむ  

☆一人乗りより、二人乗りの方がスピードが出るみたい  

★でも、築山がところどころ削れてきたよ、、、  

  「おやまをなおすには、どうすればいい？」  

  

⇒2025 年度への課題  

  

  

  



 

レンガ道を敷いた植栽エリアでの観察と木製机の活用  

 ☆「冬でもだんごむし、いるのかなあ？」⇒います！ じっくり観察する姿が増える    

 



 

植栽エリアと 木の家周辺マップ  

☆木の家と築山をつなげるような吊り橋を作れないか  

☆植栽エリアと地面を土の斜面でつなげて入りやすくする  

☆木の家や丸太トンネル、築山の周辺は雑草エリアにして 

裸足で遊べる場所にしたい 

 

 

 

 



 

  

     2025 年度にやりたいこと 

教職員は：まずは遊び環境・遊び用具の充実、植栽エリア周辺の緑緑化、  

木の家や築山をより魅力的に  

園児と一緒に：植物の種まき、苗植え、成長を楽しむ  

保護者の力や専門家の助言を得て：植栽エリア周辺の緑化築山の補修・冒険コーナー作りなど  
   

あそびながら、こどもたちの「すくすくわくわく」が育っていくように・・・  


